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一
(
、
一

と
か
ら
、
一
部
を
活
用
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

県
の
計
画
で
は
、
総
事

業
費
約
融
億
円
を
見
込

み
、
企
澤
が
釘
億
円
を

か
け
て
造
成
や
菰
な
ど

を
実
施
。
小
野
市
が
Π
億

円
で
道
路
や
上
'
な

ど
の
整
備
を
負
担
す
る
予

定
れ
趣
の
完
成
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趣
か
ら
の
一
器
開

、
ノ
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τ
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(
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、
ノ
ノ
一
フ
'
ま
.
一
ノ
一

麺
壁
者
の
増
加
や
経

営
の
室
疋
に
つ
な
げ
る
狙

い
。
巧
倭
か
ら
園
芸
ハ

ウ
ス
な
ど
を
農
家
に
貸
し

出
す
棄
を
始
め
た
と
こ

ろ
多
く
の
利
用
か
あ
り
、

対
象
業
種
を
広
げ
た
。

当
初
予
算
案
で
漁
業
設

備
の
り
ー
ス
烹
け
に

9
千
万
円
を
盛
り
込
ん

だ
。
駒
歳
未
満
の
新
規
就

メ
「
ズ
.
く
ι
ネ
上
{
、
ー
ズ

ど
を
通
じ
て
麺
壁
者

ら
に
貸
し
出
す
仕
組
み
。

ま
た
、
林
業
鴇
の
り

ー
ス
向
け
に
は
7
8
0
0

万
円
を
計
上
。
自
1

合
連
合
会
に
棄
費
を
補

助
し
、
同
連
合
会
を
通
じ

て
地
域
の
喬
合
や
丸

太
の
生
産
業
者
な
ど
に
、

高
性
能
葉
織
を
貸
し

出
す
。

を
得
て
お
り
、
同
県
な
ど

へ
の
申
請
鴛
め
ら
れ
れ

ぱ
春
に
も
禽
す
る
と
い

う
。

同
社
は
1
9
5
4
年
創

業
。
当
初
は
真
珠
の
加
工
、

駆
冗
が
中
心
だ
っ
た
が
、

内
年
に
別
会
社
だ
っ
た
養

川
重
商
事
も
事
業
参
入

一
力
つ
材
し
」
に
長
虹
⑦
列

東
京
で
東
播
磨
物
産
展

三
井
住
友
銀
否
に
釦
種
並
ぶ

関
電
管
内
で
中
小
企
業
向
け

川
整
工
業
の
雲
社

で
機
械
な
ど
を
扱
う
商

:
社
、
川
重
商
事
(
神
戸
市

東
播
磨
地
域
の
多
髪

味
覚
や
地
場
産
品
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
棗
・

丸
の
内
の
=
拜
住
友
銀
行

杢
で
Π
貝
賃
や
従

業
員
向
け
の
物
産
展
が
始

ま
っ
た
。
 
W
日
ま
で
。

"
'
嘴

島

殖
部
門
を
駿
し
養
殖
事

業
を
強
化
。
ピ
ー
ク
時
に

は
長
崎
県
や
熊
本
県
な
ど

九
州
を
中
心
に
国
内
8
力

所
に
養
殖
場
を
所
有
し
て

し
ナし

か
し
、
 
2
0
0
0
年

代
に
入
り
中
国
産
の
台
頭仭

な
ど
で
業
績
が
悪
化
。

年
に
7
力
所
を
閉
鎖
し
、

現
在
、
国
内
は
長
崎
県
・

九
十
九
島
の
1
力
所
だ
け

実
区
)
は
Π
貝
 
4
月

か
ら
関
西
電
力
管
内
で
、

電
力
尖
り
妻
に
稽

参
入
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
永
規
模
の
工

場
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
店

舗
を
対
象
に
雋
の
電
気

料
金
を
理
仁
よ
り
曼
3

判
晏
く
し
、
関
電
な
ど
か

,
々
/
/
ら
の
切
号
え
を
促
す
。

同
社
は
、
峯
が
7
割

を
饗
し
て
お
り
、
昨
年

7
月
に
関
東
で
電
力
尖

り
棄
を
始
め
た
。

4
月
か
ら
関
西
で
も
本

同
銀
付
が
全
国
亀
の

畠
体
に
呼
び
掛
け
、
2

0
1
2
年
か
ら
随
時
開

催
今
回
加
京
市

高
砂
市
璽
町
播
磨

町
の
2
市
2
町
が
初
め
て

プ
ー
ス
を
出
し
た
。
奮

※
近
畿
経
済
産
業
局
調
べ
。

速
報
イ

川
重
商
事
の
電
力
小
売
り
事
業
の
拠
点
と
な
る
「
需

給
セ
ン
タ
ー
」
"
東
尿
都
千
代
田
区
(
同
莅
供
)

約
2
0
0
人
も
、
取
引
先

に
電
力
棄
を
売
り
込
む

体
制
を
整
え
る
。

同
棄
に
箪
ノ
入
す

る
電
力
会
社
(
類
屯
之

は
増
え
続
け
、
関
西
で
も

シ
エ
ア
が
1
割
を
超
え
た

Ⅱ
グ
ラ
フ
。
た
だ
、
^

と
も
営
業
体
制
が
追
い
つ

か
な
い
状
況
と
さ
れ
る
。

川
重
商
事
は
営
業
担
当
を

N
,
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桧
劾
円

8

6

豐
し
て
約
5
千
社
の
既

存
取
引
先
を
対
象
に
開
拓

を
進
め
る
。

昨
年
5
月
に
は
、
関
西

を
含
め
て
電
力
需
給
を
調

整
す
る
た
め
の
拠
点
「
需

給
セ
ン
タ
ー
」
を
東
宗
に

開
設
。
4
月
か
ら
自
由
化

さ
れ
竺
壁
永
庭
向
け
は

当
面
取
り
扱
わ
な
い
が
、

年
内
に
首
都
圏
を
含
め
約

格
参
入
す
る
。
大
規
模
工

場
の
自
家
発
電
需
か
ら

余
っ
た
電
力
を
買
い
取
る

ほ
か
、
電
力
卸
売
市
場
か

ら
も
調
達
。
そ
れ
を
氷

企
業
な
ど
に
籍
す
る
。

現
在
電
力
棄
の
営

業
担
当
者
を
神
戸
に
ー

入
東
示
に
3
人
配
置

4
月
か
ら
は
、
轆
な
ど

を
扱
う
全
社
の
営
業
担
当

一
.

一
、
L
、
ニ

活
用
セ
ミ
ナ
ー

来
貝
阪
神
問
で
尼
信

尼
崎
信
用
金
庫
倉
崎

西
は
3
貝
梨
者
向

け
の
鵡
金
活
用
セ
ミ
ナ

ー
を
阪
神
間
の
4
商
工

会
誹
で
開
く
。

宋
乗
診
士
を
講

師
に
招
き
鵡
金
の
概

要
や
活
用
事
例
な
ど
を
学

ぶ
。
各
翁
と
も
先
苑

入
織

午
後
6
時
半
S
8
時

半
。
申
舎
は
、
ホ
ー
ム

ヘ
ー
ジ
や
店
頭
で
取
り
寄

せ
可
能
。
尼
崎
信
金
地
域

事
嬰
0
6
・
6
4
1

2
.
5
4
4
3往

伯
竜
一
)

日
程
は
次
の
通
り
。

巧
田
U
宝
塚
▽
Π
日
Π
伊

丹
ワ
召
・
尼
崎
ワ
舗
日
N

西
宮

§
X

と
な
っ
て
い
る
。

三
重
で
の
養
殖
事
業

は
、
業
績
が
好
調
で
あ
る

こ
と
か
ら
呈
殖
比
率

を
高
め
る
狙
い
。
産
地
の

棲
を
生
か
し
た
商
品
づ

く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
い

う
。
自
然
災
害
に
対
す
る

リ
ス
ク
骸
な
ど
の
目
的

も
あ
る
。

6

命
務
庸
子
)

ヂ

T
A
S
A
K
1
、
三
重
・
一
央
虞
湾
で

今
春
に
も
真
珠
養
殖
へ

1
0
0
社
、
 
1
万
踏
の
契

約
を
晃
す
。

素
開
発
推
本
部
の

植
里
昌
彦
理
事
は
電
力

坐
晋
棄
へ
の
参
入
は

増
え
続
け
て
い
る
が
、
顧

客
を
開
拓
で
き
る
余
地
は

ま
だ
大
き
い
。
メ
リ
ッ
ト

を
提
示
し
て
契
鍔
に
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
(
高
見
籍
)

真
珠
・
宝
飾
品
の
T
A

S
A
K
1
 
(
神
戸
蛋

区
は
Π
貝
=
重
県
の

英
虞
湾
で
真
珠
の
養
殖
を

始
め
る
歪
だ
と
明
ら
か

に
し
た
。
同
社
が
一
一
董
県

に
養
殖
場
を
持
つ
の
は
初

め
て
。
地
元
傷
の
了
解

2042,/8 ス"新彦
(第3種郵便物認可)

州川1"

電力小売り

ネ申

電力小売り自由化部門に占める
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